
同好会 部昇降規程 

第1章 目的 

第1条 本規定は同好会の存廃・同好会の部昇格・部の同好会への格下げ及び部の廃止の

問題を明確にすることによって、部活動の正常な発展に寄与することを目的とする。 

第2章 同好会の新設・廃止 

第2条 同好会新設の際は次の事項を生徒会長に申請し評議委員会で審議の上校長の承

認を得るものとする。 

(1) 同好会名 

(2) 目的及び活動内容 

(3) 会員名簿、１０名以上の署名捺印 

(4) 責任者及び顧問教師名・署名捺印を必要とする。 

(5) 活動場所管理者の署名捺印 

第3条 前条の規定によって承認された同好会は経済面を除き部と同等の権利をもつものとす

る。ただし、年間に若干の補助をすることもある。 

第4条 同好会が次に該当するときは執行委員会より提案し、評議委員会で審議の上、校長

の承認を得て、これを廃止することができる。 

(1) 会員が１０名未満に減じたとき。 

(2) 会の活動が当初の目的と甚だしく異ってきたと認められるとき。 

(3) 会の活動が甚だしく不活発であると認められる とき。 

(4) 校則に違反したとき。 

第5条 同好会として満１年以上の活動を続けてきた会は部の昇格を申請する権利を有する。 

第6条 前条に該当する同好会は次の事項を生徒会長に申請し評議委員会で審議可決の上

生徒総会の議決を経て校長の承認を得た後、次年度より部となることができる。 

(1) 同好会名 

(2) 申請理由 (成績活動内容含む) 



(3) 部員名簿、署名捺印 

(4) 責任者名及び顧問教師名、署名捺印 

第7条 評議委員会は次の点を考慮して同好会の部昇格をする。 

(1) 同好会の部昇格後における存在意義 

(2) 同好会の活動内容及び練習態度 

(3) 同好会のそれまでの実績 

(4) 予算、練習場、その他 

第3章 部の格下げ・廃止 

第8条 次の場合、評議委員会は部の格下げ・廃止について審議しなければならない。 

(1) 全会員の１０分の１以上の要求があったとき。 

(2) 評議委員の３分の１以上の要求があったとき。 

(3) 執行委員会の要求があったとき。 

(4) 顧問の要求があったとき。 

第9条 評議委員会は次の点を考慮して部の格下げ・廃止を審議する。 

(1) 部としての現在の存在意義 

(2) 部のこれまでの実績 

(3) 部の活動内容及び態度 

第10条 評議委員会において部の格下げ・廃止が審議可決され、生徒総会の議決を経て校

長の承認を得た時は、部は同好会に格下げ、または廃止される。生徒会長はただちにこれを公

示しなければならない。 

 


